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平成24年度織物技術指導助成金の申請については、
４月3日（水）で受付を終了させていただきます。
　※平成24年4月1日～平成25年3月31日実施分を対象と
　　します。

織物技術指導について

　本会における部会活動は、部会組織の強化及び組織の事業活動を
推進することによって、会員個々の事業の活性化が成果として実感で
きることを主眼としています。
　意欲ある部会事業推進助成金は、この部会事業を活性化し、複数
の会員事業者及び既存の組合等が関わることによる相乗効果、また
部会の枠を超えた異業種での取組みによる新たなビジネスの可能性
や創出による業界の振興を期待するものです。厳しい地域経済状況
の中での事業展開は、こうした複数の事業者の力を結集することに
よる新たな方向を模索することも大変重要な視点といえます。
　以上の趣旨から、平成２５年度においても右のとおり「意欲ある部
会事業推進助成金」事業を行います。

募集期間　平成２５年４月１日（月）～５月１５日（水）
事業期間　平成２５年４月１日以降に開始する事業であり、原則として平成２６年２
　　　　　月末日までに完了する事業であること。ただし、平成２６年３月中に完了
　　　　　する事業の場合は申請書類にその理由を記載すること。
助成金の目的 
　　①業界全体の振興と発展
　　②業界内部の意思統一と情報交換による組織強化
　　③新たな取り組み、事業への挑戦によるビジネスチャンスの創出
　　④商店街等まち(むら)の賑わい創出と活性化
　　　以上により、地域振興及び部会活動の活性化に寄与することを目的とするも
　　　のです。

【その他事項】本助成金の詳細につきましては、２月中旬頃送付済みのガイドライ
　　　　　　ン（募集要領）、または京丹後市商工会のホームページでご確認くだ
　　　　　　さい。（http://kyotango.kyoto-fsci.or.jp)

「意欲ある部会事業推進助成金」制度について（抜粋）平成２5年度 京丹後市商工会
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新春経済講演会を開催しました

　講演会は１月２５日、大型寒波到来
の初日で雪が降り積もる中、８８名の
聴講者を迎え、読売テレビ報道局部
長の春川正明氏にご講演頂きました。
　春川氏は、冒頭、経済・国際関係・
教育などあらゆる物事が政治に絡ん
でいると述べ、桜宮高校のクラブ問題
に触れた後、政府の経済再生政策＝ア
ベノミクスの三本の矢の一つである金
融緩和についてお話しされ、市場にお
金を回しデフレ脱却に導き、円安に誘
導することにより、経済を活性化させ

ようとするもので、まだ実感にはいた
らないが期待感は大きく将来の見通
しは明るい。今後も為替は円安・株価
は上昇していくものと思われ、半年後
くらいには良くなったと実感が得られ、
２年後くらいには給料のアップに至る
だろうと。最後に、ブランドは一朝一
夕にできない、丹後ちりめんは全国に
行き渡っているブランドであり、すご
い財産である。そのブランドを活かし
きっているのかと問われ、講演会を終
えました。
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